
る。

2．当社ICサプレッサー方式の機構と特徴

図１にIC-2001の流路図を示す。ゲル交換型サプレ

ッサー方式は、サプレッサーロータリーバルブ内に設

けた３つの小容量の溝に充てんしたイオン交換サプレ

ッサーゲルを利用する。

その機構は、分析ごとにバルブを切替え、①チャン

バー内に収容したスラリー状サプレッサーゲルをロー

タリーバルブ溝に充てんし、②分離カラムと電気伝導

度検出器の間に接続されて分析に携わり、③使用済み

サプレッサーゲルはバルブ外へ排出される。これらの

工程を順次繰り返すことにより連続分析を自動化した めU Îむ 1

）、塩化

物（Cl－）、硝酸（No3－)、リン酸（PO43－）、硫酸

（SO422繿
カラムを１本、あるいは複数本をカラムスイッチング

（ 45 ）
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ムである。この溶離液組成を用いた場合、炭酸は

CO32－としてNO3－とSO42－の間に正のピークとして溶

出した。溶離液のpHが10以下の組成では、炭酸は

HCO3－として１価陰イオンと同じ溶出挙動を示した。

図５
図５ －


